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ボローニャ大学協定留学（交換留学）月例報告書（2023年 6月） 

文化政策学部 国際文化学科 4 年 外川内瑞季 
 
【合唱団の演奏旅行】 
 6月 15日から 18 日にかけて、合唱団の皆さんと演奏旅行に行った。ドイツのコンスタン
ツという都市で、コンスタンツ大学のオーケストラ・合唱団の皆さんとともに、カール・オ
ルフの《カルミナ・ブラーナ》を演奏した。 
 一言で表すと、本当に素晴らしい、最高の時間だった。 
これまでの留学生活でも、勉強に一生懸命取り組んだり、色々な場所に行って美しいもの
を目にしたりと、素晴らしい経験をしてきた。しかし、今回の演奏旅行では、何よりも、自
分以外の人々、留学で出会ったたくさんの友達とともに、一つのことをやり遂げたこと、同
じ時間を過ごしたこと、大好きな音楽を通して、こんなにもたくさんの大好きな友達ができ
たことが、本当に楽しく、嬉しかった。自分ひとりだけでは決して見られなかった景色や経
験を味わえたことは、留学生活で一番の思い出と言い切っていい。心から皆さんに感謝して
いる。 
 
【ボローニャでの最後のコンサート】 

7 月 1日に、私たちの最後のコンサートがあった。今度はボローニャにコンスタンツ大学
の方々を招いてのコンサートだったため、色々なおもてなしをした。 

 
まず、今回もビュッフェパーティーを行ったが、私

以外にも日本人留学生の方がいらしたため、その方と
ともに、おにぎりを皆さんに振る舞った。 
みんな食べてくれるだろうか…作りすぎちゃった

かな…と少し不安だったが、そんな心配は無用だっ
た。私たちがおにぎりを出した途端に、皆さん「なに
なに⁉」と集まってきて、とても興味を持ってくださ
った。「中に何が入っているの？」などと質問攻めにあ
い、そして、ものの数分でおにぎりが完売した。皆さん「buonissimi!」と言って食べてくだ
さり、わざわざ私たちに「とっても美味しかった！ありがとう！」と伝えにきてくださる
方々ばかりで、こちらもとても嬉しかった。おにぎりとともに、この一年間の感謝の気持ち
も、皆さんに届けられたと思う。 
 
また、バンドの方でも最初で最後の本番があった。コンスタンツ大学の皆さんのお出迎え

の際に、マーチなどを演奏した。 
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以前の報告書にも書いたが、私はずっと吹奏楽を
してきて、吹奏楽・サクソフォンが大好きで、しかし
ボローニャでも吹けるなんて思ってもいなかったた
め、この機会に恵まれて、とても幸せだった。このバ
ンドは昨年の 11 月から発足したようで、そんなタイ
ミングで参加できたことは、本当に幸運だったな、と
思う。 
 
 
大好きな音楽を通して、たくさんの、大切な友達ができたこと。この一ヶ月は、そんなこ

とばかり考えていた。はじめこそ、現地学生ばかりのコミュニティのなかに飛び込むことは
恐れも多かったが、今ではみんなから「Ciao Mizuki!」と名前を呼ばれて、たくさんの話が
できることが、とても幸せだ。本当に、感謝の気持ちでいっぱいだ。最後のコンサートが終
わってほしくないと思えるほどだった。この Collegium Musicum Almae Matris で出会った
皆さんとのつながりを、これからもずっと、大切にしたい。 
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【今月のお出かけ】 
 6月初め、ようやく永遠の都・ローマに行ってきた。 
 この時期にローマを訪れたかったのは、6 月 2 日がイタリアの共和国記念日だったから
だ。ローマでは大規模な軍隊のパレードや、Frecce Tricolori の航空パフォーマンスが行わ
れた。日本にいた頃に、この航空パフォーマンスを映像で見たことがあったため、ぜひこの
目で見たい！と思って見てきた。 
 コロッセオやトレヴィの泉など、想像以上に大きく、このようなものを作った人々、そし
てそれらが現在でも、街中に当たり前に存在していることに感心してばかりだった。 
また、ボローニャへの留学を目指し始めた頃から、SNS でフォローしていた写真家の方

ともお会いし、SUAC の星さんとともに写真を撮っていただいた。ただでさえ素敵なローマ
の滞在が、より素晴らしい思い出になった。 
 
また、ナポリにも行ってきた。ナポリは私の出身である、鹿児島県の鹿児島市と姉妹都市

交流を結んでいる都市である。桜島とヴェスヴィオ火山がよく似ており、日本とイタリア間
としては第一号の姉妹都市提携を結んだ歴史もあるため、鹿児島県民として、絶対に訪れた
いところだった。天気も良く、真っ青な海と空、そして堂々とたたずむヴェスヴィオは、と
ても美しく、同時に、故郷を思い出すものだった。実際にヴェスヴィオに登ったり、「カゴ
シマ通り」を訪れてみたりした。 
ナポリはボローニャやローマとは街の雰囲気が大きく異なった。人々が口をそろえて「カ

オス」と言う理由が、よく分かった。日本や他の国にももちろん言えることだが、イタリア
は本当に街によって色が異なるなあ、と肌で感じながらの滞在だった。 

 
いよいよ留学生活は残り一ヶ月もなくなってしまった。イタリアで書く報告書はこれが

最後になる。まだまだイタリアにいたい気持ちは山々！だが…7 月も楽しみがたくさん待っ
ている。最後まで、一瞬一瞬を大切に過ごしていく。 
 

  

共和国記念日のローマの様子 
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ナポリの写真。 
Pizza Margherita 発祥のお店で
いただきました！ 


